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携帯電話はわたしたちの生活になくてはな

らないものになりました｡ 個人と個人をつな

ぐツールなので､ 家族の関係にも少なからぬ

変化をもたらしているようです｡

夫婦の不信の発端がパートナーのメールを

勝手に見たことから始まったというのはよく

聞く話ですが､ 電話をしても出ない､ 何度も

電話がかかる､ メールを送ったのに返信がな

い､ メール内容に傷ついた等､ 携帯電話をめ

ぐっての怒り､ 不満､ 誤解､ 行き違いが不和

を拡大させることも珍しくありません｡ 一方

で､ 会話がほとんど無いような関係であって

も､ 必要なことはメールで連絡しあうことで､

問題を最小限に抑えている人もいます｡ 今や

家族の問題では､ その家庭のなかで携帯電話

がどう使われているかを確認することが欠か

せなくなっていると感じています｡

子どもと別れて暮らしている親が子どもと

面接交渉を続けるのは難しいと言われます｡

離婚した元夫婦が､ 離婚後も連絡を取り合え

るような関係を保つことが簡単ではないこと

は確かでしょう｡ とはいえ､ 電話で話すのは

イヤだけれど､ メールならいいということも

ありますので､ 携帯電話の登場は面接交渉の

ハードルを少し下げたのではないでしょうか｡

子どもが携帯電話を持っていれば､ 直接連絡

することもできるようになりました｡

いずれにせよ､ 使い方次第でハラスメント

にもなり､ 絆を強めることにもなる携帯電話｡

｢家族割引｣で契約する前に､家族のなかでルー

ルやマナーを話し合う必要がありそうです｡

(家庭児童相談室 相談員 砂川真澄)
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